
芦屋室内合奏団

蔑31回定期演奏会のご招待

涼秋の侯、皆様にはお変わりなくご健勝のこととお喜び
申し上げます。

さて、このたび私達芦屋室内合奏団では恒例の定期演奏
会を久々に芦屋の地で催すことになりました。是非ご来

場の上、御批判腐りますようお願い申し上げます。
平成9年9月

芦屋室内合奏団　団長　福永耕一

団員一同

・と　き：平成9年10月12日（日）午後2時開演

・ところ：芦屋ラボルテホール　T【L O797－38－2695

JR芦屋駅北側ラボルテ本楯3F
・入場無料

＊＊■　プログラム　■■＊

1．ヴィヴァルディ　　合奏協奏曲　Op．3－10

2．モーツアルト　　　村の青菜家　K．522

8．シベリウス　　　　ラカスタヴァOp．14

4．メンデルスゾーン　シンフォニアNo．12

指揮：酒井瞳撞く相愛大学教授）

連絡先：福永TEL O8－833－9660



芦屋室内合

第31回　定

芦屋ラボルテホール

1997年10月12日（日）

午後2時開演（入場無料）

団奏

会奏演期



◎ごあいさつ

1965年、当時の神戸大学、甲南大学等の学生オーケストラの主席奏者達が芦屋市浜町の故橋

本宗夫氏宅に集まり、中島良能氏を指揮者とし弦楽アンサンブルゐ草分け的存在として、70
曲にものぼる古今の名曲を演奏してまいりました。
ささやかなアマチュアの、ただ室内楽が好きというだけの集まりではありますが、皆様の暖
かいご声援を拠り所に、32年の永きにわたって活動を続けることができました。

昨年は、米国へ転勤となった前コンサートマスター鳥丸安雄夫妻を皆で訪問し、現地のアマ

チュアの演奏家達と交流をもつことができました。今更ながら、音楽を通じて感じることは

皆一緒であることや、我々のレベルも満更ではないなと少し自信を持つことができました。
これからも、さらに向上をめざしアンサンブル活動を続けていく所存でございます。日常の

仕事の間の不充分な技と練習でおききづらい点もあろうかと存じますが、アドバイス賜りま

すとともに、改めて皆様のご声援に深く感謝致します。

1997年10月　　芦屋室内合奏団　団長　福永精一

団　員　一　同

プ　ロ　グ　ラ　ム

1．A．ヴィヴァルディ　「合奏協奏曲　Op．3－10」

Ⅰ．　Allegro

Ⅱ．　Larghetto

Ⅲ．　Allegro

2．W．A．モーツァルト「村の音楽家」　K．522

Ⅰ．　Alleg王・0

Ⅱ．　Menuetto

Ⅲ．　Adagio cantabile

Ⅳ．　Prest0

、・・休憩（15分）、．．、

3．J．シベリウス　　　「ラカスタグァ」－op．10

Ⅰ．　Andante con motb

Ⅱ．　Allegretto

Ⅲ．　Andantino－Vivace－Lento assai

4．F．メンデルスゾーン　「弦楽のためのシンフォニアNo．12」

Ⅰ．　Grave－Allegro

Ⅱ．　Andante

Ⅲ．　Allegro molto



◎本日の演奏曲目について

・ヴィヴァルディ（Vivaldi，Antonio1560？－1627）のOp．3合奏協奏曲の「調和の霊感」の中に

はヴァイオリンを習う人がまず目標におくイ短調のヴァイオリン協奏曲が含まれています。

今回とりあげたOp．3－10は、4台のヴァイオリンのための協奏曲です。イ・ムジチ合奏団の
ように各々のヴァイオリンの音色や弾き方を同じにさせようとするのが一般的なようですが、

我々合奏団ではむしろ4人4様の弾き方（しかできませんが）で個性を楽しんで頂けたらと思
います。

・「村の音楽家」またはr音楽の冗談」とも呼ばれるこの作品は、モーツァルト（MoEart，恥lfgang．

A1756－1791）の後期の作品で、このすぐ後には「アイネクライネナハトムジーク　K．525」が

あります。この曲は当時の村の（モーツァルトに比べて）無能な音楽家たちがまちがって不

協和音や平行五度などを使うのを椰諭したものです。冗談とはどこかについて少し説明をし
ておきます。
1楽章：格好をつけていろいろ工夫しているのですが、どこかヤボったい感じがします。

ワンパターンで断片的な曲想や強引な転調、「まだやるの？」と言いたげです。
2楽章：モーツアルトの時代にはタブーであった平行五度が明確な形ででてきます。またホ
ルンの楽譜に一寸した誤りがあり、これがとんでもない不協和音となってしまいま

す。ホルンの責任ではありません。メヌエット形式なのでおのおの3回出現します。
3楽章：もっとも神経を使いデリケートに表現し演奏するアダージオですが、音の強弱の無

神経さによる盛り上がりのちぐはぐさや、シャープを一つ付けてしまったために雰

囲気が変わってしまいます。曲の後半にヴァイオリンのソロによるカデンツアがあ
りますが、ここでも一つの音符が間違っており、まるでボタンの掛け違いをやった

ように、とんでもない方向にいかざるを得なくなってしまいます。その結果、恥ず
かしくなってピッチカットの一昔をならして取り繕うとするおかしさがあります。

4楽章：調子良く始まりモチーフを展開していきますがすぐに限界になり、新たなテーマを

持ち出してくるのですがまとまりがつかず、ついに曲が停滞してしまいます。モー
ツアルトが後ろで「さあ、どうする」とからかう声が聞こえてきそうです。何とか形

勢を盛り返すのですが最後には息切れしてしまい、とんでもない和音で終わります。
このように解説しますと、ひどい音楽を聴かされるのではないかと思われるかも知れません

が、さすがモーツアルト。超」級の作曲家です。充分に彼の音楽も楽しめます。

・シベリウス（Siberius，Jean1865－1957）は、郷土の民謡を素材にするのではなくフィンランド

の神話、歴史、自然、民謡などの息吹から発想を得て作曲しており、独特の透き通るような

清涼感あふれる美しさが特徴です。ラカスタグァとは「愛する人」というフィンランド語です。

・メンデルスゾーン（Mendelssohn．Felix1809－1847）は19世紀でもっとも天分に恵まれた一人で

す。弦楽のためのシンフォニアは12曲から構成されており、彼の12歳から14歳にかけて作曲

されたものです。若い頃の習作的な作品で、少し固い雰囲気ですがメンデルスゾーンらしい

甘い旋律が第2楽章で出て、あのヴァイオリン協奏曲につながって行くことが感じ取れます。

◎指揮者　酒井睦雄

桐朋学園高等音楽科を経て1971年桐朋学園大学卒業。指揮を斉藤秀雄、秋山和慶両氏
に、クラリネットを北爪利世、二宮和子、F．フックス各氏に師事。71年より相愛オー

ケストラ指揮者、77年ザルツブルグにて0．スイトナー氏に師事。同年、東京にてS．
チェリビダッケ氏のゼミナールに参加。現在、相愛大学教授として音楽専門家の育成にあ

たる傍ら、74年より芦屋室内合奏団音楽監督、岐阜交響楽団常任指揮者、90年より高
知室内管弦楽団指揮者をつとめる等、アマチュア合奏団の発展にも尽力。



◎芦犀室内合奏団の足跡

【定期演奏会曲目、1965～1997】
・コレy　　卵スマス協奏曲、サラ／ヾンド・ゾータ〇・バディ刈

合奏協奏曲op．6－1，6－6，6－7
・／、■－セルトランへ●ットと弦楽のためのけタ

・アルビノ一二　弦楽のためのけタ、シンフォニアNo．3

・ウ●げァ昨●ィ　「四季」、チが協奏曲、

合奏協奏曲op．3－3、3－10、3－11、3－12
・テレマン　3っつのVn弦楽通奏低音のための序曲、

組曲イ短調、Vla協奏曲、組曲叩ラ」、

ブロックフレーテと弦楽のための組曲

組曲No．1
・へげル　合奏協奏曲op．6－1、6－2、6－3、6－5、6－6、

6－9

・ハ○ッ／、　ブラげげルク～協奏曲No．3、No．5、

ウ●ァイ椚ン協奏曲No．2、ピアノ協奏曲No．1、

オーボエとりすァイオリンのための協奏曲

管弦楽組曲No．2、No．3、前奏曲ロ短調、

2つのケ○ァイ椚ンのための協奏曲
・／、イドン　自動刑がンのための3っつの小品、

オルがン協奏曲No．2
・ポッ州一二　　チェロ協奏曲

・モーツァ机ディへやルティメントK136、K137、K138、K334、

交響曲No．29、オーがェ四重奏曲K370、

戴冠ミサ曲、アデーゾヨとフーがK546、

セけ一夕・ノットウノけK239、タラ拍ット五重奏曲

アイネ・クライネ・ナハトムシ〇一ク、村の音楽家Ⅹ522

・メンデ脇デーン　弦楽のためのシンフォニアNo．12

・シュダーミッツ　マン／＼イム・シンフォニアNo．1

・シ◆ェミニア一二「ラ・フォけ」

・ク●ルック　　歌劇「ドン・ゾユアン」より

り、●がニーニ　弦楽のためのロンド

・ロッシーニ　　弦楽のためのソナタNo．1

・へ〇一ルマン　タラ拍ットと弦楽五重奏のためのアダーシ○ヨ

・シューへ〇両「死と乙女」

・シュトラウス　川ッチ小ラ沖・ホ●ルカ

・ホ●咋◆ル／クターン

・チャイコフスキー　弦楽セレトド

・ドポJけ〇一ク弦楽セレナード

・ク寸，－ク　　ホルヘ○ルク○組曲

・ヤナーチェク　弦楽のための組曲

・ユルが－　　弦楽のためのセけ－ド

・ウ○ォルフ　「イタ灯のセけ－ド」

・ニールセン　　小組曲op．1

・レ／トル　　ワルツ「金と銀」

・ホルスト　　弦楽のための組曲「セントポール」

・スーク　　　弦楽のためのセレナう〇

・シェーンへOJげ「浄夜」

・ハ○ルトク　トランシルバニア舞曲、ゾーゲンデルがンの踊り

10のやさしい小品
・バーハ〇一　弦楽のためのアダーゾヨ

弦楽のためのセレナード
・ブリテン　　シンプル・シンフォニー

・シヘ◆けス　ラカスククやァ

【歴代指揮者】中島良能（在籍1965－69）、M．H．Shoemaker（同1972－74）

【客演者】竹永元子（Pf，1966）、沓掛うらら（旧姓斉木Fl，1966）、鈴江苑生（Vn，1967）、中島公子（旧姓日下

Pf，1967）、宮本政雄（Cond，1968）、槙和美（Ob，1968）、毛利伯郎（Vc，1968）、延原武春（Cond，1969）

北山隆（Bl．Fl，1969）、池田俊（Tp，1969）、宮島登美子（C皿b，1969）、奥田伸吾（Cond，1971）、

曽我部千恵子（Vn，1975）、白井美和子（Fl，1977）、斉藤達男（Vc，1980）、鈴木雅明（Org，1984）、

福永麻里（Vn，1996）

【歴代コン叶トマスター】原田美加（1965－1966）、鳥丸安雄（1967－1995）

◎メンバー

音楽監督・指揮：酒井睦雄　　Vn：福永精一　　播磨純一

団長／コンサートマスター：福永精一　　　　　福永千江子　横白孝子

藤本恭子

皆野和子

中田久仁子

黒川美恵子

部　長　　　：中田和夫　　　　　青柳　良　　正信泰男

Vla：河野建一　　中川景威子　竹村久美子　伊瀬真理子

三波和代（Cemb）

Vc：宮崎晴夫　　梅本真理子　三波徳朗

CB：中田和夫

Ⅰむ：山中志保　　和気恭子


